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山梨県峡北地方の土地利用変化 ー韮崎市神山地区の土地利用変化プロセスの分析ー
山梨大学教育人間科学部尾藤章雄
【研究目的】
本研究は山梨県韮崎市の神山地区を対象として、近年整備が進んで一般に提供されるようになった
オルソ空中写真を利用して、ミクロスケールの土地利用変化プロセスを分析し、まとまった水田景観の
保全には何が必要であるかを探ろうとする試みである。
【研究対象地域の概要】
研究対象とした韮崎市は甲府盆地北西部の峡北地方に位置し、面積143.73平方キ口、人口321
45人の小さな市である（平成22年2月1日現在）。神山地区は市域の西部に位置し、北西から南東に流
下する釜無川（富士川）右岸の複合扇状地上にある。
神山地区の地形は、西側の甘利山山系から東に緩やかに傾斜し、東縁は釜無川、南北は釜無川の
支流で、ある甘利沢川、堅沢川に仕切られる。地区の面積は約3.5平方キ口、標高差は西側の白山城祉
（国指定史跡）で560メートル、鍋山集落西端で470メートル、東端の釜無川堤防上で364メートルであ
る。明治40年代、昭和30年代の釜無川の大洪水によって形成された、比高20メートルほどの河岸段E
崖が地区を東西に二分し、西側の段E面上の傾斜は東に向かって平均約4.2度であるが、東側の低地
部分にはほとんど傾斜はない。
江戸時代に難工事の末完成した『徳島堰』と呼ばれる農業用水路が、地区を南北に貫流しているが、
これは釜無川上流の円野の取水口から、御勅使川扇状地（現南アルプス市）まで続いており、連続す
る扇状地上の乏水地帯に豊富な農業用水を提供している。地区西側の山際には、北宮地、鍋山という
2つの集落があり、河岸段E崖上に武田、さらに低地に御堂のあわせて4集落がある。『徳島堰』よりも
西側（山側）では畑、竹林が集落に混在するが、『徳島堰』より東側では取丘面の傾斜に石垣などで、畝
をつけ、整然とした水田が広がる。
平成19年度から3年間にわたり、この神山地区を中心に、文化庁の『文化財総合的把握モデル事業』
が進められている。北宮地集落内にある武田八幡宮（国指定重要文化財）を中心として、周辺の優れ
た景観を一体のものとして保全するための方策を探る事業で、本研究はこの事業の一環として行われ
ている。
韮崎市神山地区の秋の風景
【オルソ化空中写真とは】
オルソ化とは、画像情報の撮影時のひずみを計算により除去する補正処理を意味し
ている。近年、空中写真の画像に対してこの作業が施されるようになった。上空から
用の飛行機により撮影された空中写真の画像は、図画の端の部分にいくにつれて撮
影時にカメラと地表面に角度が生じることに起因して、起伏や高層建築物の部分にず
れが生じる。これをオルソ化して真上から撮影したと同じ画像に修正し、さらに位置情
報を与えることで、これを数値化したデジタルデータなどのいわゆるGISデータなど他
の地図データとの重ね合わせが可能になる。本研究はこのオルソ化された空中写真
をArcGIS上に読み込むことにより、作業を行っている。
我が国では国土交通省国土計画局が1974年度から1990年度まで、に撮影した空中
写真（縮尺8000分の1～15000分の1)のオルソ化を進めており、本研究で、対象とした山
梨県内の一部地域については、 1976年のオルソ化空中写真がインターネットサイトか
らダウンロードで提供されている。また、国土交通省の国土地理院では、 2007年度撮
影の空中写真についてオルソ化の作業を進めており、財団法人日本地図センターを
通じて提供している。本研究では、この新旧のオルソ化空中写真を韮崎市神山地区に
ついて入手し、この地区の30年間の詳細な土地利用変化を追跡した。
【空中写真を使用した土地利用判別・変化の把握と面積計測】
空中写真による土地利用の判別では、特に農地について衛星写真と同様に季節に
より見え方が異なるので、水田の判別には困難を伴うことが多い。本研究で、使用した
空中写真は撮影技術が大幅に向上した1970年代以後のものであり、この地区ではこ
の2年次の間に圃場整備、区画整理がほとんど行われていないので、地積単位の土
地利用変化の追跡は比較的容易である。水田の多し、『徳島堰』より東側の範囲で、
1976年度と2007年度撮影の2つの空中写真を比較し、土地利用の変化した地積に眼
定して判別を行った結果、あわせて13種類の土地利用、234力所の変化を把握した。
これをESRI社のArcGIS9.2を利用してポリゴンレイアとして作成し、面積計測を行っ
た。なお、各図中の数値は、緯度経度から算出された面積の指標であり、平方メート
ルなどの単位を持たない。
農地・・・田、畑、果樹園 漸移的土地利用・・・空き地、荒れ地、資材置き場、
駐車場 都市的土地利用・・・住宅、工場、施設、廃棄施設、公園、墓地
【デー タの所在】
(1）オルソ化空中写真国土交通省ダウンロードサイト（神山町域を網羅する30区画 1976年度撮影）提供元国土交通省国土計画局参事官室国
土情報提供サイト運営事務局 e-mail:shitsumon@landinfojp 
(2）国土地理院正射空中写真（正射画像データ及び正射出力印画）（神山町域を網羅する9区画：2007年度撮影）作成元・国土地理院測図部画像
調査課提供元：財）日本地図センター空中写真部 e-mail: shashin@jmc.or jp 
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空き地・荒れ地・運動場からの変化
変化した地積全体の37.8%を占め
る。東側の低地部に工場、施設等へ
の規模の大きな変化が見られる。甘
利沢川に沿った新道が工場や住宅へ
の変化を引き起こしていることがよく
わかる。集落から離れたまとまった水
田に、変化したところは見られない。
畑からの変化
変化した地積全体の15.8%を占める。段E面上で
は田に復しているところも多いが、谷部や谷壁斜面
では荒れ地に変化したところが多い。甘利沢川に
沿った新道が、様々な形で土地利用変化を誘発し
ていることがわかる。
果樹聞からの変化
変化した地積全体の3.2%を占
める。鍋山集落と御堂集落の
聞の段丘面上では、ほとんどが
田に復している。
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昔からの水田地帯であるので、変化した地積全体の42.0%と
その比率は最も高い。低地部は住宅が建ったところが多いが、
段E面上は荒れ地への変化が顕著である。集落からの距離な
どにかかわらず、谷部、谷壁斜面において荒れ地になったとこ
ろが多い。主要地方道の新道に沿って荒れ地化したところも見
受けられるが、その規模は小さい。
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【結論】
変化プロセスの分析の、特に面積計測の結果、田から荒れ地に変化した地積の面積比率は71%と非常に高く、荒れ地からは工
場、住宅、施設など都市的な土地利用に変化する比率が高い。一度荒れ地になると田または畑に復する比率は13%に過ぎない。
一方で’畑から荒れ地への変化は50%、果樹園からの変化は19%と少なく、この2つからは田に復する比率も29%、57%と高い。この
地域で水田景観を保全する策として、まず第1に固から荒れ地への転換を何らかの方法で抑制し、畑または果樹園などの農地利用
を維持させておくことが挙げられよう。農地として利用を続けていれば田に復することは比較的容易であり、様々な都市的な土地利
用への転換を抑制することができる。
第2に、工場へ変化した地積の面積比率が荒れ地では39%と特に高いことから、この地域への工場の進入を抑制するか、場所を
定めて集中立地させることが必要である。農村に立地する工場は農外就業の機会を増やし、結果として自家用作物栽培に利用さ
れる農地を維持させ、農家の農地潰廃を抑制することに繋がるが、この地区で、は小規模な工場が多いためにスプロール状の農地
転用を招きつつある。
第31こ、荒れ地から廃棄施設に変化した地積の面積比率が8%と高い。不燃物を扱う廃棄物収集業者が大きな規模で数カ所に立
地している。このような施設は景観上はもとより、排水や日当たりの問題、大型車の進入などにより、隣接する田の存続を危うくする
可能性がある。特に回に固まれた荒れ地から廃棄施設への転換を抑制する必要がある。
最後に、甘利沢川沿いの新道の建設が連続的に農用地景観を破壊していることが指摘できる。天井川のため川沿いで起伏が高
まる地形から、農地としての利用が難しいという点もあるが、一方で交通量の多い主要地方道韮崎・櫛形・豊富線沿道においては
顕著な土地利用変化は見られない。無秩序なロードサイド利用が進まないうちに、何らかの法的規制が必要であろう。
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